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西
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と
し
て

城

宏

明

京
都
西
山
短
期
大
学

一

今
回
の
共
同
研
究
課
題
は

仏
教
の
霊
魂
観

と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
が
、
こ
こ
で
は

仏
教
に
お
け
る
霊
魂
に
つ
い
て
の
一

察

と
し
て
、
仏
教
の
中
で
霊
魂
が
ど
の
よ
う
に
捉
え
ら
れ
て
い
る
か
を

え
る
こ
と
と
し
た
が
、
釈
尊
の
無
記
を
は
じ
め
と
し
て
、
積
極
的

な
霊
魂
観
の
展
開
が
予
測
で
き
な
い
中
、
以
下
で
は
、
と
り
わ
け
、
西
山
證
空
上
人
（
以
下
、
證
空
）
の
浄
土
教
に
お
け
る
往
生
観
と
の

関
係
で
霊
魂
な
る
も
の
が

え
ら
れ
て
き
た
の
か
、
ま
た
、

え
ら
れ
て
き
た
と
す
れ
ば
、
一
体
ど
の
よ
う
に
受
け
取
ら
れ
て
き
た
か
を

え
る
こ
と
に
し
た
。

一
般
的
に
、
霊
魂
或
い
は
魂
は
、
生
物
と
り
わ
け
人
間
が
生
き
て
い
る
間
は
体
内
に
あ
り
、
生
命
の
源
、
ま
た
、
精
神
そ
の
も
の
と
さ

れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
が
、
こ
の
生
命
の
根
源
、
精
神
そ
の
も
の
と
さ
れ
る
も
の
は
肉
体
の
死
を
以
て
も
終
了
す
る
こ
と
な
く
、
来
世
で

異
な
っ
た
存
在
と
な
っ
て
生
ま
れ
か
わ
る
と
い
う
輪
廻
転
生
の
思
想
と
の
関
係
で

え
ら
れ
て
き
た
も
の
で
あ
る
。

輪
廻
転
生
と
い
う
言
葉
は
仏
教
で
も
広
く
用
い
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
類
似
す
る
思
想
は
ヒ
ン
ズ
ー
教
や
そ
の
他
、
多
く
の

仏
教
に
お
け
る
霊
魂
に
つ
い
て
の
一

察
（
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明
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宗
教
に
も
見
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
中
で
も
、
ヒ
ン
ズ
ー
教
は
イ
ン
ド
に
お
い
て
仏
教
成
立
以
前
に
バ
ラ
モ
ン
教
と
し
て
存
在
し
、
人
間

に
は
精
神
や
肉
体
を
超
越
す
る
、

我

が
存
在
し
、
そ
れ
こ
そ
が
輪
廻
転
生
す
る
主
体
で
あ
り
、
そ
れ
は
ま
た
バ
ラ
モ
ン
の
創
造
主

梵
天

そ
の
も
の
だ
と
も
す
る
梵
我
一
如
の
心
理
を
示
し
、
人
間
は
こ
の
理
を
理
解
で
き
な
い
が
た
め
に
輪
廻
を
繰
り
返
す
の
だ
が
来

世
で
何
に
生
ま
れ
変
わ
る
の
か
は
現
世
の
行
い

業

に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
る
と
説
い
て
い
る
の
で
あ
る
。

仏
教
に
お
け
る
輪
廻
転
生
の
思
想
は
こ
の
よ
う
な
バ
ラ
モ
ン
教
の

え
方
を
受
け
継
ぎ
発
展
さ
せ
た
も
の
で
あ
る
と
言
え
る
が
、
大
き

く
異
な
る
点
は
、
人
間
に
と
っ
て
の
根
本
を

我

で
は
な
く

無
我

と
し
た
こ
と
で
あ
り
、
こ
の
こ
と
か
ら
す
る
と
、
人
間
に
と
っ

て
絶
対
的
な
も
の
は
何
ひ
と
つ
存
在
し
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
つ
ま
り
、
仏
教
で
い
う
輪
廻
転
生
の
主
体
は
人
間
を
構
成
す
る
精
神

で
も
肉
体
で
も
な
い
こ
と
と
な
り
、
で
は
一
体

な
に

が
輪
廻
す
る
の
か
が
問
題
で
あ
る
と
言
え
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
こ
と
を

え

る
た
め
に
は
自
分
の
心
や
身
体
は
自
分
の
も
の
で
あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
自
分
自
身
で
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
こ
と
が
非
常
に
困
難
で
あ
り

と
知
り
、
そ
の
よ
う
な
根
本
的
な
束
縛
か
ら
完
全
に
解
き
放
た
れ
る
こ
と
、
す
な
わ
ち
、
解
脱
を
得
る
こ
と
と
の
関
係
で

え
る
事
が
必

要
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
観
点
に
立
つ
時
、
過
去
の
生
死
輪
廻
か
ら
、
一
転
、
浄
土
へ
の
往
生
を
説
く
浄
土

教
に
と
っ
て
は
、
我
々
衆
生
が
往
生
を
遂
げ
る
主
体
な
る
も
の
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
れ
ば
良
い
の
か
を

え
る
こ
と
が
こ
れ
ま
た
必
要
と

言
え
る
が
、
以
下
、
證
空
教
学
に
お
け
る
浄
土
往
生
思
想
を
中
心
に
論
じ
る
こ
と
に
し
た
。

二

五

１
段
鈔

に
お
い
て
證
空
は
、
善
導
の

観
経
疏
散
善
義

、
深
心
釈
を
釈
し
て
、

今
罪
悪
と
は
、
五
逆
・
十
悪
等
の
罪
を
言
ふ
な
り
。
五
逆
と
は
父
母
を
殺
し
、
阿
羅
漢
を
害
し
、
仏
身
よ
り
血
を
出
だ
し
、
和
合
僧

仏
教
に
お
け
る
霊
魂
に
つ
い
て
の
一

察
（
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宏
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を
破
る
な
り
。
十
悪
と
は
、
身
に
は
殺
生
・

盗
・
邪
婬
の
三
つ
の
失
を
犯
す
。
口
に
は
悪
口
・
両
舌
・
妄
語
・
綺
語
の
四
つ
の
罪

を
作
る
。
意
に
は
貪
欲
・
瞋
恚
・
愚
痴
の
三
つ
の
悪
を
発
す
。
此
れ
を
十
悪
と
云
ふ
。
此
等
の
罪
に
依
り
て
無
始
よ
り
已
来
生
死
に

流
転
せ
り
。
故
に
常
没
常
流
転
と
云
ふ
な
り
。

と
し
、
そ
の
他
、

観
経
疏
自
筆
御
鈔

玄
義
分
巻
一
に
は
、

分
段
生
死
ト
イ
ハ
、
界
内
流
転
ノ
名
ナ
リ
。
界
内
ト
イ
ハ
、
三
界
ヲ
指
ス
。
三
界
ヲ
分
テ
バ
六
道
ア
リ
。（
中
略
）
曠
劫
ヨ
リ
今
ニ

至
ル
マ
デ
、
昇
沈
異
ナ
リ
ト
雖
モ
、
流
転
止
ム
事

２
ナ
シ
。

と
す
る
の
を
は
じ
め
、
著
書
の
随
所
で
三
界
流
転
を
示
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
こ
の
よ
う
な
生
死
流
転
を
す
る
理
由
と
し
て
、

観
経
疏

自
筆
御
鈔

玄
義
分
巻
一
に
は
、

四
流
、
ト
イ
ハ
、
三
界
ノ
煩
悩
ヲ
分
チ
テ
四
ト
ス
。
四
暴
流
是
ナ
リ
。
此
ノ
煩
悩
ヲ
起
シ
テ
三
界
六
道
ノ
業
ヲ
作
リ
テ
、
六
趣
四
生

ニ
輪
廻
ス
ル
事
、
暴
キ
流
ノ
人
ヲ
漂
ハ
ス
ガ
如
シ
。
故
ニ
此
ノ
煩
悩
ヲ
指
シ
テ
暴
流
ト
云
フ
。
一
ハ
欲
暴
流
、
欲
界
ノ
内
ニ
於
テ
起

ス
所
ノ
貪
、
瞋
等
ノ
煩
悩
ナ
リ
。
二
ハ
有
暴
流
、
色
、
無
色
界
ニ
シ
テ
起
ス
所
ノ
貪
、
慢
等
ノ
煩
悩
ナ
リ
。
三
ハ
見
暴
流
、
三
界
ニ

通
ジ
テ
僻
事
ヲ
思
ヒ
テ
四
真
諦
ノ
理
ニ
マ
ド
フ
煩
悩
ナ
リ
。
是
ニ
付
キ
テ
種
々
ノ
不
同
ア
リ
。
四
ニ
ハ
無
明
暴
流
、
三
界
ニ
通
ジ
テ

諸
法
ノ
相
ニ
マ
ド
ヒ
テ
闇
キ
煩
悩
ナ
リ
。
煩
悩
多
シ
ト
雖
モ
、
此
ノ
四
ヲ
根
本
ト
ス
。
輪
廻
生
死
ノ
基
ナ
リ
。
此
ノ
四
ヲ
越
エ
ツ
レ

バ
、
三
界
ハ
離
レ
ヌ

３
ベ
シ
。

と
し
て
、
欲
暴
流
を
は
じ
め
と
し
た
四
暴
流
を
示
し
、
こ
の
煩
悩
こ
そ
が
生
死
に
輪
廻
す
る
も
と
い
だ
と
す
る
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
同

じ
く
、

観
経
疏
自
筆
御
鈔

玄
義
分
巻
一
に
も
、

我
等
三
毒
ノ
煩
悩
ヲ
因
ト
シ
テ
生
死
ニ
流
転
ス
。
然
ル
ニ
、
三
毒
ノ
中
ニ
ハ
愚
癡
ヲ
以
テ
本

４
ト
ス
。

仏
教
に
お
け
る
霊
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い
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と
い
い
、
ま
た
、

般
舟
讃
自
筆
御
鈔

巻
第
一
に
は
、

長
没
無
明
海
、
ト
ラ
イ
ハ
、
譬
ニ
寄
セ
テ
自
是
非
他
ノ
貪
瞋
ノ
過
ヲ
顕
ハ
ス
ナ
リ
。
云
ク
、
煩
悩
能
ク
行
人
ヲ
漂
ハ
シ
テ
、
生
死
ニ

流
転
セ
シ
ム
。
是
ヲ
海
ニ
喩
フ
。
煩
悩
ノ
中
ニ
無
明
其
ノ
根
本

５
ナ
リ
。

と
し
て
、
我
々
衆
生
が
生
死
に
輪
廻
を
繰
り
返
す
根
本
が
煩
悩
で
あ
る
と
す
る
上
に
、
数
あ
る
煩
悩
の
中
で
も
、
と
り
わ
け
、
意
業
す
な

わ
ち
、
心
に
巣
く
う
煩
悩
こ
そ
に
生
死
流
転
の
根
本
原
因
が
あ
る
と
し
て
い
る
。

ま
た
、

五
段
鈔

に
お
い
て
證
空
は
、

四
生
無
常
の
形
、
生
有
る
者
は
死
に
帰
す
。
哀
れ
な
る
哉
電
光
の
命
、
草
露
の
朝
を
待
つ
が
如
し
。
悲
し
い
哉
風
葉
の
身
、
槿
華
の

朝
に
し
て
夕
べ
に
い
た
ら
ざ
る
に
似
た
り
。
五

の
仮
舎
に
旅
客
の
主
、
六
趣
を
指
し
て
中
有
に
生
を
求
む
。
幽
魂
は
無
常
に
し
て

独
り
逝
き
代
わ
れ
ば
、
質
は
山
沢
に
残
り
骨
を
野
外
に

６
曝
す
。

と
す
る
。
こ
こ
で
は
、
命
の
は
か
な
さ
を
説
い
て
、
仮
に
人
天
二
趣
の
快
楽
、
一
旦
の
名
利
を
得
た
と
し
て
も
そ
れ
は
夢
中
の
出
来
事
の

よ
う
に
は
か
な
い
幻
の
も
の
と
し
て
三
界
六
道
を
厭
い
離
れ
る
べ
き
こ
と
を
勧
め
る
段
で
あ
る
が
、
こ
こ
に
お
い
て
證
空
は
、
人
間
の
構

成
要
素
で
あ
る
五

、
す
な
わ
ち
、
色
・
受
・
想
・
行
・
識
た
る
物
質
と
精
神
は
元
来
、
実
体
の
な
い
も
の
で
あ
り
、
と
り
わ
け
、
肉
体

は
命
を
終
え
れ
ば
無
惨
な
す
が
た
を
曝
す
も
の
で
あ
る
と
す
る
が
、
死
者
の
魂
の
み
が
、
こ
れ
も
ま
た
儚
い
な
が
ら
次
の
生
命
を
求
め
て

六
道
を
さ
ま
よ
う
こ
と
を
示
し
て
お
り
、
こ
こ
に
数
少
な
い
な
が
ら
、
證
空
が
霊
魂
に
言
及
す
る
資
料
を
見
い
だ
す
事
が
出
来
る
の
で
あ

る
。
こ
の
資
料
で
の

霊
魂

な
る
語
の
使
用
は
、
ご
く
自
然
に
用
い
ら
れ
て
お
り
、
こ
の
こ
と
か
ら
す
る
と
、
證
空
の
生
き
た
時
代
に

お
い
て
は
、
特
別
な
意
識
を
す
る
こ
と
な
く
霊
魂
な
る
も
の
を
認
め
て
い
た
の
か
も
知
れ
な
い
と
も
言
え
る
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、

般

舟
讃
自
筆
御
鈔

巻
第
四
に
は
、

仏
教
に
お
け
る
霊
魂
に
つ
い
て
の
一

察
（
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分
身
受
報
、
ト
イ
ハ
、
宿
世
ノ
因
縁
ニ
依
リ
テ
一
所
ニ
生
ヲ
受
ケ
、
業
ヲ
営
ミ
テ
居
ス
ル
ハ
、
一
身
ノ
如
シ
。
業
ニ
随
ヒ
テ
各
他
所

ニ
生
ズ
ル
ハ
、
身
ヲ
分
ツ
ガ
如
シ
。
故
ニ
、
分
身
、
ト
云
フ
。
或
在
猪
羊
六
畜
内
、
被
毛
戴
角
何
時
了
、
ト
イ
ハ
、
正
シ
ク
上
ノ
、

分
身
受
報
、
ノ
相
ヲ
顕
ハ
ス
ナ
リ
。
云
ク
、
其
ノ
、
受
報
、
ノ
相
無
量
ナ
リ
。
委
シ
ク
云
ヘ
バ
説
キ
盡
ク
シ
難
シ
。
今
、
牛
馬
猪
羊

鶏
狗
ノ
六
畜
ハ
家
ニ
養
ヒ
テ
人
皆
是
ヲ
知
ル
。
此
ノ
六
畜
ノ
内
ニ
於
テ
父
母
妻

等
ノ
生
ヲ
受
ケ
タ
ル
、
互
ニ
知
ル
事
ナ
ク
シ
テ
、

或
ハ
命
ヲ
絶
チ
テ
肉
ヲ
食
シ
、
或
ハ
重
キ
ヲ
負
ホ
セ
テ
鞭
打
ヲ
加
フ
。
是
愚
癡
ノ
至

７
ナ
リ
。

と
し
て
、
六
道
に
輪
廻
を
繰
り
返
す
中
で
、
前
世
の
行
い
に
よ
っ
て
生
ま
れ
た
場
所
で
さ
ら
に
ま
た
同
じ
行
為
を
繰
り
返
す
存
在
が
あ
る

こ
と
を
認
め
、
或
い
は
、
曾
て
、
前
世
に
於
い
て
親
子
や
家
族
の
関
係
が
あ
っ
た
も
の
が
、
宿
世
の
行
為
に
よ
り
家
畜
と
な
っ
て
生
ま
れ

代
わ
り
、
そ
れ
を
知
ら
ず
し
て
鞭
打
ち
、
労
働
を
負
荷
し
、
時
に
は
肉
と
し
て
食
す
こ
と
の
あ
る
こ
と
を
述
べ
て
、
こ
こ
に
漠
然
と
で
は

あ
る
が
、
現
世
で
の
死
語
に
は
肉
体
で
は
な
い
何
ら
か
の
も
の
が
残
り
、
再
び
次
の
生
命
を
得
る
こ
と
を
示
す
と
と
も
に
、
こ
れ
ら
一
連

の
つ
な
が
り
は
宿
世
の
煩
悩
、
と
り
わ
け
意
業
た
る
愚
癡
が
も
と
と
な
っ
て
い
る
事
を
も
述
べ
る
の
で
あ
り
、
こ
こ
で
も
現
世
に
お
け
る

心
の
作
用
が
来
世
に
対
し
て
実
に
重
要
で
あ
る
と

え
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
伺
え
る
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
生
死
流
転
を
繰
り
返
す
間
に
は
霊
魂
の
実
体
が
一
体
何
な
の
か
を
は
っ
き
り
と
提
示
す
る
個
所
を
出
す
ま
で
に
は
至
ら

な
い
に
せ
よ
、
少
な
く
と
も
肉
体
以
外
の
何
ら
か
が
残
る
と

え
ら
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
り
、
こ
の
こ
と
は
浄
土
往
生
を
説
く
證
空
浄
土

教
に
お
い
て
、
浄
土
に
往
生
す
る
主
体
が
何
な
の
か
を

え
る
事
と
も
密
接
な
関
係
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
も
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

三

證
空
教
学
に
於
け
る
衆
生
の
救
済
を

え
る
時
、
そ
こ
に
目
的
と
さ
れ
る
も
の
は
決
し
て
こ
こ
ま
で
見
た
よ
う
な
生
死
輪
廻
に
身
を
委

仏
教
に
お
け
る
霊
魂
に
つ
い
て
の
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ね
る
こ
と
を
た
だ
肯
定
す
る
の
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
も
浄
土
往
生
に
こ
そ
最
大
の
目
的
が
あ
る
わ
け
で
あ
る
か
ら
、
次
に
、
こ
の
生
死

輪
廻
を
断
ち
切
る
方
法
を
通
じ
て
、
浄
土
往
生
と
の
関
わ
り
か
ら
往
生
の
主
体
に
つ
い
て

え
る
事
に
す
る
。

證
空
は
、

観
念
法
門
自
筆
御
鈔

巻
上
に
お
い
て
、

三
昧
、
ハ
梵
語
ナ
リ
。
コ
コ
ニ
ハ
、
調
直
定
、
ト
イ
フ
。
是
ハ
、
凡
夫
妄
心
ヨ
リ
悪
業
ヲ
造
リ
テ
、
業
ニ
依
リ
テ
六
道
ニ
輪
廻
シ
テ

其
ノ
心
イ
ヨ
イ
ヨ
曲
レ
ル
事
、
蛇
ノ
歩
ク
時
正
シ
カ
ラ
ズ
シ
テ
曲
リ
行
ク
ガ
如
シ
。
カ
カ
ル
心
ヲ
具
セ
ル
凡
夫
ヲ
捨
テ
ズ
シ
テ
引
接

シ
給
フ
大
慈
大
悲
ノ
本
願
、
是
ヲ
調
ヘ
直
ス
事
、
蛇
ヲ
筒
ニ
入
レ
テ
直
ク
為
ス
ガ

８
如
シ
。

と
述
べ
て
、
こ
こ
に
六
道
輪
廻
を
繰
り
返
す
我
々
凡
夫
の
心
の
散
乱
や
曲
り
を
調
え
る
の
は
我
々
自
身
で
は
な
く
、
弥
陀
の
本
願
に
あ
る

事
を
示
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、

観
経
疏
自
筆
御
鈔

玄
義
分
巻
一
に
は
、

浄
土
ヲ
欣
フ
智
恵
ノ
志
ニ
ア
ラ
ザ
ル
ヨ
リ
ハ
、
生
死
ノ
根
源
タ
ル
煩
悩
ヲ
断
ズ
ベ
カ
ラ
ズ
ト
云
フ
ナ
リ
。
浄
土
ヲ
欣
フ
智
恵
ノ
志
ト

イ
ハ
、
今
ノ
観
門
ヲ
指
ス

９
ナ
リ
。

と
し
、
ま
た
、

般
舟
讃
自
筆
御
鈔

巻
第
四
に
も
、

順
随
仏
語
見
弥
陀
、
ト
イ
ハ
、
釈
迦
ノ
説
ヲ
指
シ
テ
、
仏
語
、
ト
云
フ
。
是
即
チ
、
観
門
ノ
心
ナ
リ
。
既
ニ
観
門
ノ
説
ニ
随
ヘ
バ
、

弘
願
ニ
帰
シ
テ
往
生
ヲ
得
ル
益

10
ア
リ
。

と
述
べ
、

観
経
疏
自
筆
御
鈔

玄
義
分
巻
一
に
は
、

要
門
ニ
依
リ
テ
弘
願
ニ
帰
ス
レ
バ
、
常
没
ノ
凡
夫
報
仏
ノ
土
ニ

11
生
ズ
。

等
と
す
る
よ
う
に
、
我
々
凡
夫
の
往
生
は
弥
陀
の
弘
願
に
あ
り
、
調
機
誘
引
す
る
釈
迦
の
観
門
を
知
り
、
そ
の
道
理
を
理
解
す
る
こ
と
、

す
な
わ
ち
、
絶
対
他
力
の
領
解
こ
そ
が
、
我
々
一
切
衆
生
が
救
わ
れ
る
唯
一
の
道
で
あ
る
と
し
、
そ
こ
に
は
ま
た
、
罪
悪
生
死
の
根
源
で

仏
教
に
お
け
る
霊
魂
に
つ
い
て
の
一

察
（

城
宏
明
）

一
八
四



あ
る
煩
悩
断
も
が
あ
る
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
弥
陀
の
弘
願
に
よ
り
浄
土
に
往
生
す
る
我
々
凡
夫
で
あ
る
、
い
や
、
弥

陀
の
弘
願
そ
の
ま
ま
が
我
々
衆
生
の
往
生
で
あ
る
わ
け
で
あ
る
が
、
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
證
空
は
、

往
生
礼
讃
自
筆
御
鈔

巻
三
に
お

い
て
、長

時
永
劫
、
ト
ラ
イ
ハ
、
カ
シ
コ
ニ
生
レ
テ
後
、
真
実
ノ
楽
生
ジ
テ
、
一
念
ノ
苦
ヲ
雑
フ
ル
事
ナ
ク
、
長
時
永
劫
ニ
身
心
安
楽
ニ
シ

テ
、
成
仏
ノ
時
ニ
至
ル
マ
デ
生
死
ノ
果
ヲ
経
ザ
ル
事
ヲ
顕

12
ハ
ス
。

と
し
て
、
浄
土
に
往
生
し
て
身
心
に
安
楽
を
感
じ
る
こ
と
を
示
し
、
ま
た
、

般
舟
讃
自
筆
御
鈔

巻
第
四
に
お
い
て
も
、

既
ニ
生
レ
ヌ
レ
バ
、
半
座
ヲ
分
チ
テ
昔
ノ
同
行
ヲ
待
ツ
故
ニ
、
後
ニ
生
ル
ル
者
ア
レ
バ
、
喜
バ
シ
キ
事
類
ナ
シ
。
故
ニ
、
皆
歓
喜
、

ト
云
フ
。
歓
喜
ノ
心
ヲ
顕
ハ
シ
テ
、
衣
服
ヲ
与
エ
テ
著
セ
シ
ム
ル
ニ
、
新
生
ノ
人
ノ
心
ニ
カ
ナ
ハ
ズ
ト
云
フ
事
ナ
シ
。
此
ノ
故
ニ
随

意
著
、
ト
云
フ
。
菩
薩
声
聞

見
仏
、
礼
拝
一
拝
得
無
生
、
ト
イ
ハ
、
歓
喜
シ
テ
衣
ヲ
著
セ
、
即
チ
手
ヲ
引
キ
テ
仏
前
ニ
至
レ
バ
、

仏
ヲ
見
テ
浄
土
ノ
功
徳
ヲ
喜
ビ
、
仏
ヲ
礼
シ
テ
仏
恩
ヲ
報
ジ
、
無
生
ヲ
悟
リ
テ
生
死
ヲ
悲
シ
ミ
、
利
生
ノ
思
ヲ
生
ズ
ベ
シ
、
ト
云
フ

事
ヲ
顕
ハ
ス

13
ナ
リ
。

と
述
べ
て
、
あ
く
ま
で
も
現
世
に
お
け
る
方
便
と
し
て
の
擬
人
化
で
は
あ
る
と
思
わ
れ
る
が
、

身
心
安
楽

、

半
座
を
分
ち
て

、

衣

服
を
著
す

、

手
を
引
く

等
と
の
表
現
を
す
る
こ
と
か
ら
、
浄
土
に
往
生
し
た
者
に
も
現
世
と
同
様
の
身
体
の
よ
う
な
も
の
を
認
め
、

浄
土
に
行
き
生
ま
れ
る
存
在
が
漠
然
と
な
が
ら

え
ら
れ
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
の
こ
と
は
、
今
の

般
舟
讃

自
筆
御
鈔

に
も
あ
る
よ
う
に
、

利
生

を

え
る
事
に
も
関
係
す
る
も
の
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。
す
な
わ
ち
、

往
生
礼
讃
自
筆
御

鈔

巻
二
に
お
い
て
證
空
は
、

又
至
彼
国
、
ヨ
リ
下
ハ
還
相
ノ
回
向
ヲ
釈
ス
ル
ナ
リ
。
至
彼
国
已
、
得
六
神
通
、
ト
イ
ハ
、
カ
シ
コ
ニ
生
レ
ヌ
レ
バ
、
天
眼
等
ノ
願

仏
教
に
お
け
る
霊
魂
に
つ
い
て
の
一

察
（

城
宏
明
）

一
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五



成
就
ノ
国
ナ
ル
故
ニ
、
必
ズ
六
神
通
ヲ
得
ル
事
ヲ
思
ハ
ヘ
テ
、
得
六
神
通
、
ト
云
フ
。
殊
更
六
神
通
ヲ
得
ン
ト
願
フ
ニ
ハ
ア
ラ
ズ
。

回
入
生
死
、
教
化
衆
生
、
ト
ラ
イ
ハ
、
マ
サ
シ
キ
還
相
ノ
回
向
ノ
相
ナ
リ
。
云
ク
、
カ
シ
コ
ニ
生
レ
ナ
バ
、
穢
土
ニ
還
リ
テ
衆
生
ヲ

利
益
シ
、
成
仏
シ
テ
利
生
ノ
願
ヲ
円
満
セ
ン
ト
思
フ
所
ヲ
、
還
相
ト
分
チ
釈
ス
ル

14
ナ
リ
。

と
し
、
さ
ら
に
ま
た
、

観
経
疏
自
筆
御
鈔

散
善
義
巻
一
に
、

又
言
回
向
、
ヨ
リ
下
ハ
、
上
ニ
ハ
、
往
想
ノ
回
向
ヲ
釈
シ
畢
リ
ヌ
。
今
ハ
、
又
、
還
想
ノ
回
向
ヲ
釈
ス
ル
ナ
リ
。
還
起
大
悲
、
ト
イ

ハ
、
還
、
ハ
往
ニ
対
ス
ル
言
ナ
リ
。
往
ハ
往
想
、
是
則
チ
、
サ
キ
ニ
明
ス
処
ノ
、
往
生
極
楽
ノ
想
ヲ
作
ス
、
回
向
ノ
義
ナ
リ
。
今
、

還
起
、
ト
イ
ハ
、
還
想
ノ
義
ナ
リ
。
既
ニ
其
ノ
悟
ヲ
開
キ
テ
、
仏
位
ニ
隣
リ
畢
リ
ヌ
レ
バ
、
還
リ
テ
凡
地
ニ
同
ジ
テ
、
利
他
ノ
行
ヲ

立
テ
、
衆
生
ヲ
度
ス
。
是
還
想
ノ
心

15
ナ
リ
。

と
し
て
、
こ
こ
に
還
相
回
向
を
説
き
、
浄
土
往
生
以
後
に
再
び
生
死
の
世
界
へ
と
還
帰
す
る
と
こ
ろ
に
も
、
何
ら
か
の
も
の
が
浄
土
を
行

き
来
す
る
と

え
ら
れ
て
き
た
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
で
は
一
体
浄
土
を
行
き
来
す
る
何
か
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
が
問
題
と
な
る

が
、
遺
憾
な
が
ら
こ
の
こ
と
を
解
明
す
る
に
足
る
充
分
な
資
料
を
見
い
だ
す
こ
と
が
出
来
な
い
し
、
こ
れ
が
、
本
稿
で
捉
え
よ
う
と
し
て

い
る
霊
魂
で
あ
る
と
も

え
難
い
の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、

観
経
疏
自
筆
御
鈔

散
善
義
巻
一
に
お
い
て
、
證
空
は
、

若
有
衆
生
、
ヲ
バ
、
即
便
往
生
、
ト
説
キ
、
復
有
三
種
衆
生
、
ヲ
バ
、
当
得
往
生
、
ト
説
ク
。
即
便
往
生
ハ
、
先
ヅ
弘
願
ヲ
思
ハ
ヘ

テ
説
ク
。
弘
願
ニ
乗
ジ
ヌ
レ
バ
、
時
節
ノ
久
近
ヲ
論
ゼ
ズ
、
即
チ
生
ズ
ル
ナ
リ
。
当
得
往
生
ハ
、
観
門
ノ
心
ナ
リ
。
観
門
ハ
必
ス
弘

願
ニ
乗
ズ
ル
ニ
依
リ
テ
生
ズ
ベ
シ
。
故
ニ
、
当
得
ト
説
ク

16
ナ
リ
。

と
述
べ
て
い
る
。
こ
の
資
料
の
よ
う
に
、
證
空
浄
土
教
で
は
、
一
般
的
な
浄
土
教
が
当
来
世
の
往
生
を
説
く
の
に
加
え
、
即
便
往
生
を
説

い
て
、
弥
陀
の
弘
願
に
よ
る
絶
対
他
力
を
領
解
す
る
時
を
臨
終
平
生
の
区
別
無
し
と
し
て
、
現
生
往
生
を
示
す
の
で
あ
る
が
、
こ
の
こ
と

仏
教
に
お
け
る
霊
魂
に
つ
い
て
の
一

察
（

城
宏
明
）

一
八
六



が
霊
魂
と
密
な
る
関
係
が
あ
る
か
ど
う
か
ま
で
に
は
及
ば
な
い
に
せ
よ
、
現
に
生
き
て
い
る
我
々
の
生
き
方
を
重
要
と
す
る
證
空
の
思
い

か
ら
す
る
と
、
こ
の
こ
と
が
、
ま
た
、
我
々
衆
生
に
内
在
す
る
何
か
を

え
る
こ
と
に
お
い
て
も
何
ら
か
の
関
わ
り
得
る
点
を
持
つ
の
で

は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
證
空
の
説
く
往
生
観
は
決
し
て
臨
終
の
も
の
だ
け
で
は
な
く
、
弥
陀
の
絶
対
他
力
を
理

解
す
る
こ
と
を
拠
り
所
と
し
て
、
そ
の
境
地
を
即
便
往
生
と
捉
え
る
の
で
あ
り
、
寧
ろ
こ
の
現
生
往
生
を
よ
り
重
視
す
る
の
で
あ
る
。
そ

し
て
、
こ
の
他
力
領
解
を
し
た
も
の
に
は
、
臨
終
ま
で
の
間
、
機
の
能
力
に
任
せ
て
現
世
で
の
あ
ら
ゆ
る
行
の
実
践
を
積
極
的
に
修
す
べ

き
こ
と
を
勧
め
る
の
で
あ
る
が
、
他
力
領
解
の
機
の
肉
体
、
或
い
は
精
神
に
は
現
世
に
生
き
な
が
ら
に
し
て
何
ら
か
の
変
化
や
変
わ
り
目

が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
に
関
し
て
、
證
空
は

述
成

に
、

本
尊
に
向
ひ
て
念
仏
申
し
居
た
る
二
人
あ
り
。
振
舞
は
少
し
も
替
ら
ね
ど
も
自
力
他
力
の
趣
き
同
じ
か
ら
ざ
る
な
り
。
自
力
の
人
は
、

如
何
に
も
し
て
心
も
深
く
極
楽
を
願
は
ば
や
、
仏
構
へ
て
願
ふ
心
を
つ
け
さ
せ
た
ま
へ
、
欣
ふ
心
も
誠
に
あ
り
、
厭
ふ
心
も
等
閑
な

ら
ず
ば
、
な
ど
か
迎
え
玉
は
ざ
ら
ん
と
思
ふ
間
、
信
ず
る
心
発
る
時
は
往
生
も
近
々
と
覚
え
、
妄
念
発
り
て
心
な
ら
ぬ
時
は
、
往
生

も
遠
々
と
覚
ゆ
る
な
り
、
と
い
ふ
。
是
は
世
に
道
心
も
あ
り
気
に
見
ゆ
れ
ど
も
本
願
に
は
疎
き
な
り
。
衆
生
の
は
げ
み
よ
り
往
生
を

願
ひ
出
だ
さ
ん
と
思
へ
る
故
に
、
是
亦
、
仏
の
大
悲
に
も
窮
め
て
疎
き
者
な
り
。

次
に
他
力
の
人
は
、
心
に
極
楽
を
願
ふ
信
心
い
た
く
お
こ
ら
ず
、
妄
念
す
べ
て
止
ま
ら
ぬ
に
つ
け
て
も
、
あ
ら
忝
な
の
仏
の
願
行

や
、
五
劫
思
惟
の
願
が
凡
夫
往
生
の
願
と
な
ら
せ
ず
ん
ば
我
等
が
往
生
は
思
ひ
ぎ
り
な
ん
。
我
等
が
願
行
を
成
じ
た
ま
へ
る
忝
な
さ

よ
と
拝
む
故
に
、
夜
も
す
が
ら
念
じ
日
ね
も
す
唱
ふ
れ
ど
も
、
自
力
に
は
あ
ら
ず
、
念
々
声
々
に
他
力
の
功
徳
が
円
満
す
る

17
な
り
。

と
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
本
尊
に
向
か
い
念
仏
す
る
姿
を
第
三
者
が
見
る
時
、
他
力
領
解
を
得
た
者
と
未
だ
未
領
解
の
者
と
は
肉
体
的
に

は
何
ら
区
別
が
つ
か
な
い
の
で
あ
る
が
、
こ
の
二
人
は
決
し
て
同
じ
で
は
な
い
と
述
べ
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、

観
経
散
善
義
他
筆
抄

仏
教
に
お
け
る
霊
魂
に
つ
い
て
の
一

察
（

城
宏
明
）

一
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下
に
お
い
て
、

又
或
義
ニ
云
ク
、
タ
ト
ヒ
口
称
ス
ト
モ
、
三
心
領
解
ノ
心
立
タ
ズ
ン
バ
、
是
自
力
ナ
リ
。
三
心
ノ
領
解
、
願
力
ノ
功
ニ
帰
ス
ル
、
是

ヲ
他
力
ノ
行
人
ト
云
フ
ト
、
云
云
。
此
ノ
義
然
ラ
ズ
。
タ
ト
ヒ
領
解
モ
、
口
称
モ
、
自
ラ
能
ク
領
解
シ
自
ラ
能
ク
行
ズ
ト
思
ハ
バ
、

皆
是
自
力
ナ
リ
。
タ
ト
ヒ
解
シ
テ
モ
、
称
シ
テ
モ
、
帰
入
ノ
一
念
ヲ
得
テ
名
号
ヲ
称
ス
ル
、
是
ヲ
他
力
ノ
行
人
ト
云
フ

18
ベ
シ
。

と
も
示
す
よ
う
に
、
こ
こ
に
言
う
他
力
の
人
と
は
、
證
空
の
言
う
弥
陀
の
弘
願
に
よ
る
絶
対
他
力
の
領
解
を
得
た
も
の
で
あ
り
、
至
誠
心

等
の
三
心
（
證
空
教
学
で
は
領
解
の
一
心
で
あ
る
が
）
を
具
し
た
者
で
あ
る
が
、
そ
の
領
解
を
自
ら
が
そ
の
心
に
他
力
を
領
解
し
た
と
の
認

識
を
し
、
称
名
等
行
う
こ
と
で
は
未
だ
自
力
を
出
な
い
、
真
の
他
力
領
解
と
は
言
え
な
い
と
す
る
の
で
あ
り
、
そ
れ
故
、
こ
れ
と
は
反
対

の
真
の
他
力
領
解
が
得
ら
れ
た
と
こ
ろ
の
衆
生
に
は
自
ら
の
意
識
を
超
越
し
た
別
な
る
存
在
が
第
三
者
に
よ
っ
て
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
り
、

こ
の
と
き
、
現
世
に
生
き
る
我
々
衆
生
に
は
、
肉
体
と
精
神
の
み
で
は
分
析
し
き
れ
な
い
何
か
が
潜
在
す
る
の
で
は
な
い
か
と
も

え
ら

れ
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
も
の
こ
そ
が
霊
魂
で
あ
る
と
は
言
い
切
れ
な
い
も
の
の
、
こ
れ
ま
で

え
て
き
た
よ
う
に
我
々
衆
生
が

生
死
流
転
を
繰
り
返
す
に
つ
い
て
も
、
浄
土
教
の
対
象
た
る
凡
夫
が
往
還
二
相
の
回
向
を
な
す
に
も
、
そ
こ
に
は
常
に
意
業
が
関
係
し
て

い
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
こ
に
言
う
心
と
は
先
の

述
成

に
お
い
て
證
空
が
言
う
よ
う
に
、
穢
土
を
厭
う
心
も
浄
土
を
欣

う
心
も
、
い
ず
れ
も
自
身
の
心
で
あ
り
な
が
ら
、
単
な
る
心
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
こ
こ
に

え
得
る
単
な
る
心
と
は
異
な
る
も
の
、
自

ら
の
意
識
を
超
越
し
た
と
こ
ろ
に
あ
る
心
、
意
識
の
よ
う
な
も
の
こ
そ
が
、
霊
魂
な
る
も
の
を
捉
え
る
手
が
か
り
と
な
る
の
で
は
な
い
か

と
も

え
ら
れ
る
の
で
あ
っ
て
、
そ
れ
に
は
ま
た
、
證
空
が
重
ん
ず
る
現
世
に
お
け
る
即
便
往
生
が
深
く
関
わ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
の
で

あ
る
。

仏
教
に
お
け
る
霊
魂
に
つ
い
て
の
一

察
（

城
宏
明
）

一
八
八



註１

西
山
上
人
短
篇
鈔
物
集

一
六
〇

２

西
山
叢
書

第
一
巻

九

３

西
山
叢
書

第
一
巻

一
二

４

西
山
叢
書

第
一
巻

二
一

５

西
山
叢
書

第
四
巻

六

６

西
山
上
人
短
篇
鈔
物
集

一
五
四

７

西
山
叢
書

第
四
巻

五
七

８

西
山
叢
書

第
四
巻

一
三
七

９

西
山
叢
書

第
一
巻

一
〇

10

西
山
叢
書

第
四
巻

五
六

11

西
山
叢
書

第
一
巻

二

12

西
山
叢
書

第
三
巻

三
八

13

西
山
叢
書

第
四
巻

五
五

14

西
山
叢
書

第
三
巻

一
六

15

西
山
叢
書

第
二
巻

一
九
七

16

西
山
叢
書

第
二
巻

一
四
九

17

西
山
上
人
短
篇
鈔
物
集

八
七

18

西
山
叢
書

第
六
巻

一
八
七

仏
教
に
お
け
る
霊
魂
に
つ
い
て
の
一

察
（

城
宏
明
）

一
八
九
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